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�
�２月16日（土）13時～15時　�あしや
市民活動センター　�当事者の仲間作
り　�200円　�＆�きぼうの会・三浦
（�090-3860-3081）

�������	
������
�２月16日（土）14時～16時　�市民セン
ター（料理室）　�20人　�1,000円　�
エプロン・持ち帰り用容器　�＆�あし
やエコクラブ・岩野（�・�23-1350）

�������		
���	����
�２月18日（月）13時30分～15時30分　�
保健福祉センター　�交流会　�認知症
の人を介護している家族など　�あじさ
いの会（�32-7530・社会福祉協議会内）

���������	
�
� ２ 月19日・26日（火）10時 ～11時30分
�図書館　�親子の友達づくり　�０
歳～未就園児と保護者　�バルーン・
津田（�32-2610）

�������	
����
�２月19日～３月19日（火）〈全５回〉８時
50分～16時　�56㎞の縦走路を５回に
分けて歩く　�500円（交通費別）　�２
月９日（土）までに下記へ　�らくらく
会・近藤（�・�23-2153）

�������
�２月20日（水）10時～12時　�図書館
�成人　�折り紙・はさみ・のり　�段谷
（�34-2546）

�������	
����	
��
�２月21日（木）13時30分～15時30分　�
木口記念会館　�月例会　�＆�芦屋メ
ンタルサポートセンター（�32-0458）

��������	
���
�２月23日（土）14時～　�市民センター
�地震・津波が起こった場合の緊急対応
と日常の備えを学ぶ　�先着50人　�２
月15日（金）までにファクスで下記へ　�
芦屋市商工会女性部（�23-2071/�32-4177）

�������	
���
�３月７日（木）８時～　�ＪＲ芦屋駅南
口集合→県防災センター→三木森林公園
→三木金物資料館→市内散策（玉置家・小
河家など）　�50人　�6,000円　�２月
10日（日）までに右記へ　�顕彰会・角野
（�078-454-8536/�078-431-7974）

�������	
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�①④３月４日・11日・18日・25日（月）②
６日・13日・27日（水）③８日・15日・22日・
29日（金）⑤９日・16日・23日・30日（土）/
①～③10時～12時④13時30分～15時30分
⑤10時～12時　�①インターネット・
メール入門②はじめてのパソコン③ワー
ド応用④デジカメ入門⑤個人教室　�①
～④先着各10人⑤先着5人　�①③④
3,000円〈全４回〉②2,250円〈全３回〉（教材
費150円別）⑤２時間各2,000円　�＆�
シルバー人材センター（�32-1414）

�������	
���
�①２月２日～12日②14日～28日・９時
～17時（最終日15時まで）　�①スケッチ
水彩画と絵手紙グループ展②百歳の肖像
Ⅴ～悠久の微笑～　�＆�あしや喜楽苑
（�34-9287）

��������	
�����
�２月２日・16日（土）13時～16時30分
�図書館　�ヨッシーくらぶ・守上（�
23-6854）

�������	�
�２月３日（日）８時～　�阪急芦屋川駅
→嵐山→清滝バス停→金鈴橋→お助け水
→大杉社→水尾分れ→愛宕神社→月輪寺
→金鈴橋→清滝バス停→嵐山→阪急芦屋
川駅　�400円（交通費別）　�昼食・水
筒・雨具・防寒具・簡易アイゼン　�＆�
芦屋登山会・平井（�32-6415）

�������	�
���
�２月４日（月）14時～16時　�節分豆ま
き　�＆�浜風の家（�35-5700）

�������	
�
�２月６日・13日・27日（水）10時～12時
�図書館　�作品の制作・人形劇の練習
�ぷりん・岡山（�31-6801）

�������	
���
�２月６日～（毎週・水）10時～13時　�＆
�ワークホームつつじ・仲川（�22-7044）

�������	
�	���
������������	
��
�２月10日（日）14時～（13時30分開場）
�ルナ・ホール　�ブラームス「交響曲４
番」ほか　�大人1,000円/小・中・高生500
円（前売り・当日券同額）　�下記へ（日・
祝を除く14時～18時）　� 芦屋芸術村・
坂本（�35-5889）

�������	
��
�２月10日（日）13時30分～15時30分　�富
田砕花旧居　�属目散趣　�500円　�＆
�富田砕花顕彰会・角野（�090-8825-1292）

�������	
�����
�２月15日（金）10時～15時30分　�木口
記念会館　�＆�あっと・オーティズム・
佐伯（�090-2701-8660）

�������	
������
�２月15日（金）13時30分～15時　�美術
博物館　�楽しく歌い、展示鑑賞　�500
円　�歌集（愛唱歌集）　�Ｉ ＬＯＶＥ 
ＡＳＨＩＹＡ・加藤（�090-4296-1790）

�������	
������
�２月16日（土）９時30分～11時　�保健
福祉センター　�男性60歳・女性55歳以
上の独身のかた　�杉本（�22-6333）

　

や
は
り
、桜
は
日
本
人
の
心
に
響
き
ま
す
ね
。

　

遠
方
に
住
む
兄
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
桜

を
花
び
ん
に
飾
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、そ
の
桜
が
、今
年
は

元
旦
早
々
に
咲
い
て
い
る
の
で
す
。

　

暮
れ
に
二
輪
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
か
け
て
い
た
の
が
、

今
は
全
体
の
五
分
が
咲
き
、朝
昼
晩
と
何
度
も
お
花
を

見
て
は
、心
を
と
き
め
か
せ
て
い
ま
す
。

　

う
す
紅
色
の
か
わ
い
い
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
、ほ
の

か
な
香
り
を
演
出
し
て
く
れ
ま
す
。こ
の
お
花「
み
ち
の

く
初
桜
」と
言
う
ん
で
す
ね
。夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
昼

夜
の
温
度
差
が
大
き
い
環
境
と
、手
塩
に
か
け
て
育
て

て
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

寒
い
、寒
い
と
い
う
こ
の
時
期
が
終
わ
れ
ば
、い
よ
い

よ
春
で
す
。

　

芦
屋
の

春
は「
桜
」。

　

満
開
の

桜
を
楽
し

み
に
待
っ

て
い
ま
す
。
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芦
屋
市
域
を
東
西
に
貫
く
国
道
二
号
線

は
、も
と
も
と
阪
神
国
道
と
し
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。阪
神
国
道
は
、大
阪
か
ら
神
戸
を

結
ぶ
、距
離
約
二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、幅

員
約
二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
舗
装
道
路
で
し

た
。そ
の
一
部
は
、江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た

西
国
街
道
を
基
に
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
正
八
年（
一
九
一
九
）、兵
庫
県
と
大
阪

府
が
協
力
し
て
阪
神
間
に
一
大
国
道
を
建

設
す
る
こ
と
と
な
り
、昭
和
二
年（
一
九
二

七
）四
月
一
日
に
開
通
し
ま
し
た
。同
年
七

月
一
日
に
は
阪
神
国
道
電
車
が
開
通
し
、西

野
田
―
東
神
戸
間
約
二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
結
ぶ
路
線
を
走
り
ま
し
た
。ま
た
、昭

和
四
年（
一
九
二
九
）四
月
一
日
に
は
阪
神

国
道
バ
ス
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

阪
神
国
道
が
で
き
た
こ
ろ
は
、ま
だ
自
動

車
の
数
も
少
な
く
、魚
崎
や
御
影
な
ど
の
酒

造
会
社
が
酒
造
り
用
の
宮
水
を
運
ぶ
た
め

の
荷
車
を
牛
や
馬
が
引
く
の
ん
び
り
と
し

た
風
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、自
動

車
の
通
行
量
は
増
え
続
け
て
、昭
和
三
十
八

年（
一
九
六
三
）に
は
一
日
三
万
台
を
数
え
、

昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）に
は
国
道
二

号
線
の
一
日
の
交
通
容
量
で
あ
る
四
万
台

に
達
し
ま
し
た
。

　

国
道
電
車
は
、市
域
に「
山
打
出
」「
芦
屋

駅
前
」「
芦
屋
川
」「
津
知
」の
四
つ
の
停
留
所

が
設
置
さ
れ
、人
々
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、昭
和
三
十
年
代
後
半
に
は
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受
け
、昭
和
四
十

五
年（
一
九
七
〇
）の
大
阪
万
国
博
覧
会
開

催
以
後
、自
動
車
の
さ
ら
な
る
増
加
で
、乗

客
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。そ

し
て
、昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）三
月
十

七
日
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

逸
話
と
し
て
、昭
和
四
十
五
年（
一
九
七

〇
）に
は
、タ
イ
か
ら
神
戸
港
に
着
い
た
二

十
頭
の
象
が
、大
阪
万
国
博
覧
会
会
場
へ
向

か
っ
て
国
道
二
号
線
を
行
進
し
ま
し
た
。そ

し
て
、万
博
会
場
で
象
が
一
頭
生
ま
れ
た
の

で
、帰
り
は
二
十
一
頭
で
の
行
進
と
な
り
ま

し
た（
写
真
）。
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